（別紙様式）

令和５年度「長崎県教育委員会服務規律強化月間」実施計画書
	所 属 名
	佐世保市立清水中学校

	作成者
	職・氏名

	教頭　後藤　益拓

	年  間  実  施  計  画

	【目　　標】

・服務規律強調月間のみならず、日常的に服務規律を遵守しなければならないことを再認識する。
・校内研修や日々の指導によって、職員同士の連帯意識を高め、清水中学校から絶対に不祥事を
　起こさないという職場環境・雰囲気を熟成する。

【具体的計画】

	実 施 月
	実施テーマ
	実 施 内 容（主なもの）

	４月
７月
１２月

	1 服務規律の徹底
2 体罰・不適切な指導の根絶
1 飲酒運転の根絶
2 体罰・不適切な指導の根絶
3 情報セキュリティの徹底
①　体罰・不適切な指導の根絶
②　公金についての
不正処理防止
	・長崎県服務規律ハンドブックを参照し、教育公務員とし　て、遵守しなければならないことと、法的根拠の確認および徹底を図る。また、違反した場合にどのような処分を受けるのかを資料をもとに、「校内研修」の中に位置づけ行う。
・わいせつ行為防止自己チェックシートの実施をする。
・教職員一人一人が自らの問題として真摯に受け止められるよう、具体的な事例を用いて指導を行う。
・飲酒の機会が多くなる時期なので、「飲酒運転撲滅」を目標管理シートに記入させ、徹底を図らせる。

・服務規律委員会主催による校内研修の実施。

・校内研修で外部講師を招聘して、専門的な見地より講義していただき、職員一人一人の意識をさらに貯める機会とする。
・昨年度の外部専門家による学校情報セキュリティ監査での経験を基にUSB、生徒データ、媒体の適切な取り扱いについての指導を行う。
・今年度の自身の指導を振り返り、常時適切な指導がなされていたかを確認し、残りの３か月の指導を改善していく研修を行う。
・公金の処理について監査を厳正に行うことで不正を防ぐ。

	校内服務規律委員会活動計画

	委員会名
	不祥事対策・服務規律委員会

	構 成 員
（１０名）
	校内の委員（職名等）
校長・教頭・教務主任・学年主任（３名）・養護教諭
外部の委員（役職等）
育友会会長・心の教育相談員・スクールカウンセラー


※内容は、簡潔に記載し、A4１枚にまとめること。添付資料は特に必要としない。
※前年度の課題を踏まえた内容となるよう留意すること。
